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前期実績 当期実績 期初計画

電子産業 一般産業 電力・上下水 機能商品

26.3期 上期実績：受注高・売上高・営業利益の概況
（単位：億円）

【受注高】
前期比では、米国・欧州など海外の半導体関連
の大型案件受注が拡大、ソリューションも伸長。
計画比では、電子産業分野で中国の案件が想定
よりも受注時期が遅れている影響を台湾の案件
でカバー。

受注高分析 売上高分析 営業利益分析

【営業利益】
前期比では、売上拡大効果に加え、電子産業分
野を中心にプラント案件の利益率改善。人件費
など販管費の増加をカバー。
計画比では、海外の大型プラント案件の利益率
が想定以上に改善。
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【売上高】
前期比では、電子産業分野において国内・台湾
のプラント案件の工事が順調に進捗したほか、
各分野のソリューションも順調に推移。
計画比では、電子産業分野で海外のプラント案
件が拡大。機能商品は食品で低採算取引の整理
を進めた影響もあり若干の未達。

計画比
＋58

前期比
＋75

前期比
＋84

計画比
＋32

計画比
＋52

前期比
＋59



期初計画 前回見込
(2025.８.4)

上期実績

7,526 3,281 -1,219
8.1% 3.4% -1.2%

8,470 5,293 793
11.4% 6.8% 1.0%
6,982 5,625 2,325
30.2% 23.0% 8.4%

% 31.1% 31.6% 33.9% 36.4% 5.3pt 4.8pt 2.5pt
1,084 -253 -253
9.3% -1.9% -1.9%

5,898 5,878 2,578
51.4% 51.1% 17.4%

% 15.4% 14.8% 18.0% 21.0% 5.6pt 6.2pt 3.0pt
3,394 4,028 1,828
41.7% 53.7% 18.8%

受注高 92,755 101,500 100,281

売上高 74,323 82,000 82,793

売上総利益 23,143 27,800 30,125

販管費 11,663

親会社株主に帰属する
中間純利益

8,134 9,700 11,528

（単位：百万円）
25.3期

上期実績

97,000

77,500

24,500

13,000 13,000 12,747

営業利益 11,480 14,800 17,378

7,500

26.3期
前期比

期初
計画比

前回
見込比

11,500

26.3期 上期実績：連結損益計算書
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Sheet1

				（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		25.3期
上期実績 キ カミキ		26.3期 キ						前期比 ゼンキヒ		期初
計画比 キショ ケイカクヒ		前回
見込比 ゼンカイ ミコミ ヒ

								期初計画 キショケイカク		前回見込
(2025.８.4) ゼンカイ ミコミ		上期実績 カミキジッセキ

				受注高 ジュチュウダカ		92,755		97,000		101,500		100,281		7,526		3,281		(1,219)

														8.1%		3.4%		-1.2%

				売上高 ウリアゲダカ		74,323		77,500		82,000		82,793		8,470		5,293		793

														11.4%		6.8%		1.0%

				売上総利益 ウリアゲソウリエキ		23,143		24,500		27,800		30,125		6,982		5,625		2,325

														30.2%		23.0%		8.4%

				%		31.1%		31.6%		33.9%		36.4%		5.3pt		4.8pt		2.5pt

				販管費 ハンカンヒ		11,663		13,000		13,000		12,747		1,084		-253 		(253)

														9.3%		-1.9%		-1.9%

				営業利益 エイギョウリエキ		11,480		11,500		14,800		17,378		5,898		5,878		2,578

														51.4%		51.1%		17.4%

				%		15.4%		14.8%		18.0%		21.0%		5.6pt		6.2pt		3.0pt

				親会社株主に帰属する
中間純利益 オヤガイシャカブヌシ キゾク チュウカン ジュンリエキ		8,134		7,500		9,700		11,528		3,394		4,028		1,828

														41.7%		53.7%		18.8%







上期計画 前回見込
(2025.8.4)

上期実績

7,526 3,281 -1,219
8.1% 3.4% -1.2%

8,470 5,293 793
11.4% 6.8% 1.0%
5,898 5,878 2,578
51.4% 51.1% 17.4%

% 15.4% 14.8% 18.0% 21.0% 5.6pt 6.2pt 3.0pt
7,128 3,194 -1,306
8.9% 3.8% -1.5%

8,664 5,949 1,449
14.0% 9.2% 2.1%
5,969 6,221 2,921
60.9% 65.1% 22.7%

% 15.8% 14.8% 18.6% 22.4% 6.6pt 7.6pt 3.8pt
398 87 87

3.2% 0.7% 0.7%
-194 -657 -657

-1.6% -5.1% -5.1%
-70 -343 -343

-4.2% -17.6% -17.6%
% 13.5% 15.1% 15.1% 13.1% -0.4pt -2.0pt -2.0pt

1,607

機
能
商
品

受注高 12,589 12,900 12,900

営業利益 1,677 1,950 1,950

15,771

12,987

売上高 12,437 12,900 12,900 12,243

水
エ
ン
ジ

受注高 80,166 84,100 88,600

営業利益 9,802 9,550 12,850

17,378

87,294

売上高 61,885 64,600 69,100 70,549

全
社

受注高 92,755 97,000 101,500

営業利益 11,480 11,500 14,800

100,281

売上高 74,323 77,500 82,000 82,793

前回
見込比

（単位：百万円）
25.3期

上期実績

26.3期 前年
同期比

期初
計画比

26.3期 上期実績：セグメント別実績
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PL・セグメント（実績）

				（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		25.3期
上期実績 キ カミキ ジッセキ		26.3期 キ						前年
同期比 ゼンネン ドウキヒ		期初
計画比 キショ ケイカクヒ		前回
見込比 ゼンカイ ミコミ ヒ

								上期計画 カミキケイカク		前回見込
(2025.8.4) ゼンカイ ミコミ		上期実績 カミキ ジッセキ

		全社 ゼンシャ		受注高 ジュチュウダカ		92,755		97,000		101,500		100,281		7,526		3,281		(1,219)

														8.1%		3.4%		-1.2%

				売上高 ウリアゲダカ		74,323		77,500		82,000		82,793		8,470		5,293		793

														11.4%		6.8%		1.0%

				営業利益 エイギョウリエキ		11,480		11,500		14,800		17,378		5,898		5,878		2,578

														51.4%		51.1%		17.4%

				%		15.4%		14.8%		18.0%		21.0%		5.6pt		6.2pt		3.0pt

		水エンジ ミズ		受注高 ジュチュウダカ		80,166		84,100		88,600		87,294		7,128		3,194		(1,306)

														8.9%		3.8%		-1.5%

				売上高 ウリアゲダカ		61,885		64,600		69,100		70,549		8,664		5,949		1,449

														14.0%		9.2%		2.1%

				営業利益 エイギョウリエキ		9,802		9,550		12,850		15,771		5,969		6,221		2,921

														60.9%		65.1%		22.7%

				%		15.8%		14.8%		18.6%		22.4%		6.6pt		7.6pt		3.8pt

		機能商品 キノウショウヒン		受注高 ジュチュウダカ		12,589		12,900		12,900		12,987		398		87		87

														3.2%		0.7%		0.7%

				売上高 ウリアゲダカ		12,437		12,900		12,900		12,243		-194 		-657 		(657)

														-1.6%		-5.1%		-5.1%

				営業利益 エイギョウリエキ		1,677		1,950		1,950		1,607		-70 		-343 		(343)

														-4.2%		-17.6%		-17.6%

				%		13.5%		15.1%		15.1%		13.1%		-0.4pt		-2.0pt		-2.0pt







13,285

22,257
17,500

9,322

3,541

4,000

7,502
5,132

3,000

30,110 30,930

24,500

24.9実績 25.9実績 25.9計画

東南アジア・欧米 中国 台湾

26,877
20,307

15,500

7,878

2,687
6,500

2,589
22,092 21,000

37,344

45,086
43,000

24.9実績 25.9実績 25.9計画

東南アジア・欧米 中国 台湾

44,213
51,861

53,000

30,110

30,930 24,500

74,323

82,793
77,500

40.5% 37.4%
31.6%

24.9実績 25.9実績 25.9計画

海外 国内 海外比率

55,411 55,194 54,000

37,344 45,086 43,000

92,755

100,281 97,000

40.3%
45.0% 44.3%

24.9実績 25.9実績 25.9計画

海外 国内 海外比率

26.3期 上期実績：地域別受注高・売上高

地域別受注高・売上高

■受注高は前期比では米国・欧州、計画比では台湾など海外で
拡大。国内も計画若干未達、前期比で微減も高水準が継続。

■売上高も前期比、計画比ともに大型案件の工事進捗など海外
での伸長が寄与。国内はソリューションが好調。

海外地域別受注高・売上高
（単位：百万円）
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受注高 売上高 受注高 売上高

■受注高は台湾・米国において最先端半導体向けの大型投資や、
欧州の大型半導体プロジェクトを受注し大幅拡大。

■売上高は台湾で受注したプラント案件の売上等により前期比・
計画比で伸長。中国は受注時期が期初想定より遅れ減少。

（期初） （期初） （期初） （期初）



4,634 4,739 5,100

4,710 4,908
5,200

3,094 2,596
2,600

12,437 12,243
12,900

24.9実績 25.9実績 25.9計画

食品 機器・機能材 薬品

31,622
37,782 33,600

30,263

32,767
31,000

61,885

70,549
64,600

48.9% 46.4% 48.0%

24.9実績 25.9実績 25.9計画

ソリューション プラント SL比率

26.3期 上期実績：事業セグメント別・部門別売上高

水エンジ事業：部門別売上高

■プラントは好調な受注を背景に国内外ともに案件が増加、
工事も順調に進捗しており高い水準の売上を継続。

■ソリューションは設備保有型サービスの伸長や、納入案件の
増加に伴うメンテナンスや改造案件の拡大が寄与。

機能商品事業：部門別売上高
（単位：百万円）
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（期初） （期初）

■水処理薬品やフィルタ、機能材などの各分野で好調に推移。
機器分野では小型純水・超純水製造装置の販売が伸長。
食品分野は低採算取引の整理を進めている影響で売上減少。



44,395
52,533 48,000

14,248

13,762
12,600

3,243

4,254
4,000

61,885

70,549
64,600

24.9実績 25.9実績 25.9計画

電力・上下水 一般産業 電子産業

55,448
66,833 62,600

17,337

14,806
15,000

7,382
5,655

6,500
80,166

87,294 84,100

24.9実績 25.9実績 25.9計画

電力・上下水 一般産業 電子産業

26.3期 上期実績：市場別受注高・売上高（水エンジ事業）

市場別受注高（水エンジ事業）

■電子産業分野は米国や台湾での大型プロジェクト受注で拡大。
国内では設備保有型サービス契約などソリューションが伸長。

■一般産業分野は前期に大型案件を受注した反動で減少、ソ
リューションサービスは好調に推移。

市場別売上高（水エンジ事業）
（単位：百万円）

■電子産業分野は国内外でのプラント案件の工事が進捗。国内
・海外で納入案件拡大しソリューションも伸長。

■一般産業分野は医薬・電子周辺などの分野を中心に、電力
・上下水分野は原子力発電所向けソリューションなどが堅調。
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（期初） （期初）
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39

前期実績 通期見込 期初計画

売上拡大 利益率改善 販管費増

1,632

1,750 1,750

19

95

6

前期実績 通期見込 期初計画

電子産業 一般産業 機能商品

1,512

1,850
1,800

332

50
8

前期実績 通期見込 期初計画

電子産業 機能商品

売上高分析

26.3期 通期見込：受注高・売上高・営業利益の概況
（単位：億円）

【売上高】
前期比では海外など中心に電子産業分野が伸長。
一般産業も前期受注の大型案件など寄与し売上
拡大、電力上下水・機能商品なども堅調な推移
を想定。

【受注高】
前期比では電子産業分野で台湾や米国・欧州
など海外の大型案件受注が続き拡大。計画比で
はソリューションが想定より好調に推移。一般
産業分野・電力上下水・機能商品は堅調に推移。

受注高分析 営業利益分析

【営業利益】
前期比では電子産業分野の売上拡大やプラント
案件の利益率利益改善効果を想定。計画比では
海外などプラント案件の利益率が想定以上に改
善していることを反映。販管費は期初計画並を
想定。

前期
+338

計画比
+50

前期比
+118

計画比
±0

前期比
+49

計画比
+45
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期初計画 前回見込
(2025.８.4)

今回見込

33,728 5,000 5,000
22.3% 2.8% 2.8%

11,731 - -
7.2% - -

7,818 4,500 2,000
14.2% 7.7% 3.3%

% 33.8% 33.4% 34.9% 36.0% 2.2pt 2.6pt 1.1pt
2,939 - -
12.2% - -
4,880 4,500 2,000
15.7% 14.3% 5.9%

% 19.1% 18.0% 19.4% 20.6% 1.5pt 2.6pt 1.2pt
2,850 2,800 900
11.8% 11.6% 3.4%

ROE 21.7% 18.8% ー 20.7% -1.0pt 1.9pt -

受注高 151,272 180,000 185,000

売上高 163,269 175,000 175,000

売上総利益 55,182 61,000 63,000

販管費 24,061

親会社株主に帰属する
当期純利益

24,150 26,100 27,000

（単位：百万円）
25.3期

通期実績

180,000

175,000

58,500

27,000 27,000 27,000

営業利益 31,120 34,000 36,000

24,200

26.3期
前期比

期初
計画比

前回
見込比

31,500

26.3期 通期見込：連結損益計算書
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Sheet1

				（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		25.3期
通期実績		26.3期 キ						前期比 ゼンキヒ		期初
計画比 キショ ケイカクヒ		前回
見込比 ゼンカイ ミコミ ヒ

								期初計画 キショケイカク		前回見込
(2025.８.4) ゼンカイ ミコミ		今回見込 コンカイミコミ

				受注高 ジュチュウダカ		151,272		180,000		180,000		185,000		33,728		5,000		5,000

														22.3%		2.8%		2.8%

				売上高 ウリアゲダカ		163,269		175,000		175,000		175,000		11,731		-		-

														7.2%		-		-

				売上総利益 ウリアゲソウリエキ		55,182		58,500		61,000		63,000		7,818		4,500		2,000

														14.2%		7.7%		3.3%

				%		33.8%		33.4%		34.9%		36.0%		2.2pt		2.6pt		1.1pt

				販管費 ハンカンヒ		24,061		27,000		27,000		27,000		2,939		-		-

														12.2%		-		-

				営業利益 エイギョウリエキ		31,120		31,500		34,000		36,000		4,880		4,500		2,000

														15.7%		14.3%		5.9%

				%		19.1%		18.0%		19.4%		20.6%		1.5pt		2.6pt		1.2pt

				親会社株主に帰属する
当期純利益 オヤガイシャカブヌシ キゾク トウキジュンリエキ		24,150		24,200		26,100		27,000		2,850		2,800		900

														11.8%		11.6%		3.4%

				ROE		21.7%		18.8%		ー		20.7%		-1.0pt		1.9pt		-







期初計画 前回見込
(2025.8.4)

通期実績

33,728 5,000 5,000
22.3% 2.8% 2.8%

11,731 - -
7.2% - -

4,880 4,500 2,000
15.7% 14.3% 5.9%

% 19.1% 18.0% 19.4% 20.6% 1.5pt 2.6pt 1.2pt
32,873 5,000 5,000
26.0% 3.2% 3.2%

11,070 - -
8.0% - -

4,748 4,500 2,000
17.3% 16.3% 6.6%

% 19.8% 18.5% 20.2% 21.5% 1.7pt 3.0pt 1.3pt
856 - -

3.4% - -
661 - -

2.6% - -
132 - -

3.5% - -
% 14.9% 15.0% 15.0% 15.0% 0.1pt - -

全
社

水
エ
ン
ジ

機
能
商
品

売上高 25,139

営業利益 27,382

受注高 126,327

営業利益 31,120

売上高 163,269

25,800 25,800 25,800

営業利益 3,738 3,870 3,870 3,870

27,630 30,130 32,130

受注高 24,944 25,800 25,800 25,800

154,200 154,200 159,200

売上高 138,130 149,200 149,200 149,200

31,500 34,000 36,000

175,000 175,000 175,000

前回
見込比

受注高 151,272 180,000 180,000 185,000

（単位：百万円）
25.3期

通期実績

26.3期
前期比

期初
計画比

26.3期 通期見込：セグメント別の業績
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Sheet1

				（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		24.3期
通期実績 キ ツウキ ジッセキ		25.3期 キ						前期比 ゼンキヒ		期初
計画比 キショ ケイカクヒ		前回
見込比 ゼンカイ ミコミ ヒ

								期初計画 キショケイカク		前回見込
(2025.2.5) ゼンカイ ミコミ		通期実績 ツウキジッセキ

				受注高 ジュチュウダカ		144,468		155,000		155,000		151,272		6,804		-3,728 		(3,728)

														4.7%		-2.4%		-2.4%

				売上高 ウリアゲダカ		150,356		155,000		167,500		163,269		12,913		8,269		(4,231)

														8.6%		5.3%		-2.5%

				売上総利益 ウリアゲソウリエキ		43,841		46,000		54,000		55,182		11,341		9,182		1,182

														25.9%		20.0%		2.2%

				%		29.2%		29.7%		32.2%		33.8%		4.6pt		4.1pt		1.6pt

				販管費 ハンカンヒ		21,297		23,000		23,000		24,061		2,764		1,061		1,061

														13.0%		4.6%		4.6%

				営業利益 エイギョウリエキ		22,544		23,000		31,000		31,120		8,576		8,120		120

														38.0%		35.3%		0.4%

				%		15.0%		14.8%		18.5%		19.1%		4.1pt		4.2pt		0.6pt

				親会社株主に帰属する
当期純利益 オヤガイシャカブヌシ キゾク トウキジュンリエキ		17,310		16,100		23,000		24,150		6,840		8,050		1,150

														39.5%		50.0%		5.0%

				ROE		18.4%		15.0%		ー		21.7%		3.3%		6.7%		ー

				（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		25.3期
通期実績 キ ツウキ ジッセキ		26.3期 キ						前期比 ゼンキヒ		期初
計画比 キショ ケイカクヒ		前回
見込比 ゼンカイ ミコミ ヒ

								期初計画 キショケイカク		前回見込
(2025.8.4) ゼンカイ ミコミ		通期実績 ツウキジッセキ

		全社 ゼンシャ		受注高 ジュチュウダカ		151,272		180,000		180,000		185,000		33,728		5,000		5,000

														22.3%		2.8%		2.8%

				売上高 ウリアゲダカ		163,269		175,000		175,000		175,000		11,731		-		-

														7.2%		-		-

				営業利益 エイギョウリエキ		31,120		31,500		34,000		36,000		4,880		4,500		2,000

														15.7%		14.3%		5.9%

				%		19.1%		18.0%		19.4%		20.6%		1.5pt		2.6pt		1.2pt

		水エンジ ミズ		受注高 ジュチュウダカ		126,327		154,200		154,200		159,200		32,873		5,000		5,000

														26.0%		3.2%		3.2%

				売上高 ウリアゲダカ		138,130		149,200		149,200		149,200		11,070		-		-

														8.0%		-		-

				営業利益 エイギョウリエキ		27,382		27,630		30,130		32,130		4,748		4,500		2,000

														17.3%		16.3%		6.6%

				%		19.8%		18.5%		20.2%		21.5%		1.7pt		3.0pt		1.3pt

		機能商品 キノウショウヒン		受注高 ジュチュウダカ		24,944		25,800		25,800		25,800		856		-		-

														3.4%		-		-

				売上高 ウリアゲダカ		25,139		25,800		25,800		25,800		661		-		-

														2.6%		-		-

				営業利益 エイギョウリエキ		3,738		3,870		3,870		3,870		132		-		-

														3.5%		-		-

				%		14.9%		15.0%		15.0%		15.0%		0.1pt		-		-
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26.3期 通期見込：業績・見込の推移（四半期・年間）

2026.3期

四半期間業績の推移 年間業績の推移
(単位：億円)

2025.3期2024.3期

【四半期業績の推移】
受注高は大型プロジェクトの発注時期に影響。売上高は工事の
進捗に応じて計上されるが、期末納期の案件も多く、3月末に
向かって緩やかに増加する傾向。営業利益はプロジェクトの予
想原価修正や仕様変更・追加工事などに伴う追加金の交渉状況
等によって左右されるが、期末に向かって増加する傾向。

【年間業績の推移】
台湾や中国に続き欧州・米国における半導体投資も活発化、プロ
ジェクト一件当たりの投資金額も拡大しており、受注残高も高水
準続く。良好な受注環境に加え、原材料や工事価格の上昇による
受注価格の引き上げや、新たなプラント案件の納入によるソリュ
ーションや機能商品の売上拡大も採算性改善を後押し。
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（見込）

1,227 
1,328 1,252 

1,156 

1,392 1,376 
1,164 

1,057 
1,227 1,240 



15,589

43,378
37,000 42,0008,176

9,319
13,000 5,000

10,748

6,885
25,000 28,000

34,513

59,582

75,000 75,000

24.3 25.3 26.3計画 26.3見込

東南アジア・欧米 中国 台湾

96,544 100,225 109,000 109,000

53,811 63,043
66,000 66,000

150,356
163,269

175,000 175,000

35.8% 38.6% 37.7% 37.7%

24.3 25.3 26.3計画 26.3見込

海外 国内 海外比率

109,955

91,688
105,000 110,000

34,513 59,582
75,000 75,000

144,468 151,272

180,000 185,000

23.9%

39.4% 41.7% 40.5%

24.3 25.3 26.3計画 26.3見込

海外 国内 海外比率

18,555
27,854

34,000
43,000

19,996

20,543
16,000

7,00015,260

14,645
16,000 16,00053,811

63,043
66,000 66,000

24.3 25.3 26.3計画 26.3見込

東南アジア・欧米 中国 台湾

26.3期 通期見込：地域別受注高・売上高

地域別受注高・売上高

■受注高は台湾・欧米など海外の大型案件受注による拡大を想定。
国内は下期に大型案件の受注を予定、ソリューションや機能商
品も堅調な推移を見込む。

■売上高は大型案件受注によるプラントの増加やソリューション
・機能商品の拡大など期初計画並の伸長を想定。

海外地域別受注高・売上高
（単位：百万円）

■受注高は台湾・米国において期初想定を上回る案件受注を
見込む。中国は投資計画の遅れが影響、受注減を見込む。

■売上高は好調な受注を背景に台湾が期初計画比で伸長する
見通し。中国は案件の受注遅れが売上にも影響。

15

受注高 売上高 受注高 売上高

（期初）（期初） （期初） （期初）



68,749 69,199 76,200 71,200

57,644
68,931

73,000 78,000126,393
138,130

149,200 149,200

45.6%
49.9% 48.9% 52.3%

24.3 25.3 26.3計画 26.3見込

ソリューション プラント SL比率

26.3期 通期見込：事業セグメント別・部門別売上高

水エンジ事業：部門別売上高

■プラントは海外の大型半導体プロジェクトを中心に前期比で
は拡大も、中国の受注遅れなど影響し計画比では減少を想定。

■ソリューションは設備保有型サービスの伸長に加え、納入設
備の拡大を背景にメンテナンスや改造案件などが拡大する
見通し。

機能商品事業：部門別売上高
（単位：百万円）

16

■電子産業分野向けの水処理薬品や、電子材料の高度分離・
精製向けの機能材、小型の純水装置などの伸長を想定。
食品分野は低採算取引の整理で売上減を見込むが収益性の
改善には貢献。

（期初） （期初）

8,589 9,170 10,200 10,200

9,116 10,001
10,400 10,400

6,257
5,967 5,200 5,200

23,962 25,139 25,800 25,800

24.3 25.3 26.3計画 26.3見込

食品 機器・機能材 薬品



88,292 96,652 106,200 106,200

27,469
30,083

32,000 32,00010,633
11,396

11,000 11,000126,394
138,130

149,200 149,200

24.3 25.3 26.3計画 26.3見込

電力・上下水 一般産業 電子産業

78,246 82,736
111,000 116,000

30,986 32,534

32,000 32,000

11,188 11,056

11,200 11,200

120,420 126,327

154,200 159,200

24.3 25.3 26.3計画 26.3見込

電力・上下水 一般産業 電子産業

26.3期 通期見込：市場別受注高・売上高（水エンジ事業）

市場別受注高（水エンジ事業）

■電子産業分野では、台湾や米国・欧州など海外での大型半導
体プロジェクトを受注、ソリューションも好調に推移。

■一般産業分野は医薬・電子周辺分野など中心に堅調。電力
・上下水分野は原発関連のメンテなどが順調に推移。

市場別売上高（水エンジ事業）
（単位：百万円）

■電子産業分野は中国での案件受注遅れが影響も、その他地域
での受注増や好調なソリューションでカバーできる見込み。

■一般産業分野、電力・上下水分野はソリューションなどを
中心に期初計画並の推移を想定。
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（期初） （期初）



39,620 38,564 44,200 44,200 

48,672
58,088

62,000 62,000 88,292
96,652

106,200 106,200

58.7% 59.2% 60.7% 60.7%

24.3 25.3 26.3計画 26.3見込

海外 国内 電子比率（対連結売上高）

48,819
29,376

41,000 46,000

29,427 53,360

70,000
70,000

78,246 82,736

111,000
116,000

54.2% 54.7%

61.7% 62.7%

24.3 25.3 26.3計画 26.3見込

海外 国内 電子比率（対連結受注高）

26.3期 通期見込：電子産業分野 受注高・売上高

電子産業分野：地域別受注高

■海外は中国での受注遅れが影響も、欧米や台湾など大型の
半導体プロジェクトが好調に推移。

■国内はソリューションなどが順調に推移していることに加え、
下期に半導体の大型案件受注を予定。

電子産業分野：地域別売上高
（単位：百万円）

■海外は中国で案件受注の遅れが影響も、台湾・欧米で受注
案件の工事が順調進捗、期初計画並を見込む。

■国内はプラント案件の工事進捗に加え、ソリューションも
好調に推移しており、期初計画を達成する見込み。
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（期初）
（期初）



（営業利益＋減価償却費）

135 

320 310 

-112 -131 

-300 

-6 
-208 

-10 

288 

384 
443 

24.3 25.3 26.3(見込)

営業CF 投資CF 財務CF EBITDA

66
96

131

170

23.3 24.3 25.3 26.3

設備保有型サービス売上高

26.3期 通期見込：キャッシュ・フローの動向

25.3期投資額
109億を組替

26.3期
投資予定
272億を

組替

キャッシュ・フロー組替後の推移

■当社のキャッシュ・フローは業績動向に加え、大型案件の
工事進捗や代金の回収状況が増減に大きく影響

■26.3期は前期までに売上計上した案件の代金回収により
営業CFが改善。設備保有型投資も拡大進める

設備保有型サービスへの投資動向
（単位：億円）

24.3期
設備保有型案件
への投資98億を
営業CF⇒投資CF

に組替

19

（見込） （見込）

■設備保有型サービスの売上は順調に拡大。投資に当たっては
ROICやIRR等用いて収益性を評価。一定以上の収益性を確保

■設備保有型への投資額は「リース投資資産」（建設中は仕掛
品）に計上、契約期間に応じて減価償却。流動資産に含まれ
るため、CF計算書では投資額を営業CFとして計上。左記の
グラフでは設備保有型への投資額を投資CFに組替

145
98 109

272

302
351

409

619

23.3 24.3 25.3 26.3

単年度投資額

リース投資資産及び関連仕掛高の残高



26.3期 通期見込：主な指標

（単位：百万円）
25.3期 26.3期

通期実績 期初計画 見込

設備投資額 2,803 3,500 3,500

技術研究費 3,253 3,600 3,600

減価償却費 1,925 2,000 2,000

有利子負債 22,557 35,000 30,000

従業員数（人） 2,660 2,860 2,860

20

※設備投資額と減価償却費は設備保有型サービスへの投資額・償却費を含まず



28.5 40 62 

102 

160 
170 

190 

21.3 22.3 23.3 24.3 25.3 26.3(期初計画） 26.3（予想）

1株あたり配当金額

(  )内は連結配当性向

配当金の推移
■ 2026年3月期は通期業績予想の改善に伴い、配当予想を増額修正

 期初計画並の配当性向を維持し、年間配当金予想を190円に増額
■ 配当性向30%以上と連続増配の継続を目標とし、株主還元と成長

 投資の両立・拡大を目指す （単位：円）

（18.5%）
（19.9%）

（30.5%）

※配当金額は2022年10月1日付の株式分割後ベースで記載

（27.1%）

（24.2%）
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（32.3%）

（32.4%）



TOPICS
「オルチェイサーV」発売 インデックスへの組み入れ

22

JPXプライム150指数
2025年8月に「JPXプライム150指数」の構
 成銘柄として初選定。資本収益性と市場評価
 の二つの観点から「価値創造が推定される我
 が国を代表する企業」の位置付けで選定

JPX日経インデックス400
 2025年8月に「JPX日経インデックス400」の  
構成銘柄として3年連続で選定。グローバルな
投資基準に求められる要件を満たした「投資家
にとって投資魅力の高い会社」として期待

その他、ESG評価や炭素に関連する
環境指標や情報開示等を重視するイ
ンデックスなどにも採用進む

オフィスビルや商業施設に加え、半
導体工場やデータセンターなど拡大
が期待される分野での展開を推進。

冷却水系で使用する薬剤濃度の自動
制御装置「オルチェイサーV」の販売
を2025年6月より開始。
薬剤濃度の最適化により環境負荷の
低減と薬剤やメンテにかかるコスト
の削減を実現。

オルガノにおける水処理薬品事業の展開
  当社は排水処理剤やRO膜処理剤など、納入した水処理プラ
  ントで使用される薬品の展開に加え、オフィスビルや商業
施設、データセンター、各種の工場などの冷却水処理向け
に高い殺菌効果を持つ薬剤や自動制御・遠隔監視技術など
によるエネルギー使用量の削減など「省エネソリューショ
ン」を提供。



目 次

１．2026年3月期 上期実績

２. 2026年3月期 通期見込

３．当社の概要・事業のご紹介

※資料中の数値は表示単位以下切り捨て、パーセンテージ
及び前期・計画比較等は表示単位で計算。またパーセン
テージは小数点第二位を四捨五入
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会社概要：経営理念とビジョン

オルガノは、水で培った先端技術を駆使して
未来をつくる産業と社会基盤の発展に貢献するパートナー企業としてあり続けます

■ 経営理念

代表取締役社長

付加価値の高い分離精製・分析・製造技術を基に事業領域と展開地域を拡大し、
産業と社会の価値創造と課題解決を推進する製品・サービスを絶えず提供します
 
昨日までのやり方を、明日に向けて、今日変える人をつくり、
一人ひとりが働きがいと活力に満ちた企業を構築します

■ 長期経営ビジョン

■ サステナビリティ方針
わたしたちオルガノは、ステークホルダーとともに、
未来に向けて持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目指します

E 水で培った最適化技術*で、水環境保全や温暖化防止に
貢献する環境配慮型製品・サービスを提供します

*水で培った最適化技術には、水処理に関わる分離・精製、分析技術やエンジニアリングにおける技術の追求と、
 その組み合わせによって社会のニーズに合致した最適なシステムやサービスを提供するという意味が込められています

S 人権および多様な価値観・個性を尊重し、従業員ひとり
一人が成長し活躍する職場づくりを推進します

G 全てのステークホルダーとの対話と連携を重視し、
誠実かつ公正な企業活動を遂行します

24



会社概要：オルガノの歩み（売上高推移）

1960 1970 1980 1990 2000 2010

創業 1946
｜無熱蒸留水装置

1960’s~
｜一般産業向け

大型純水設備

1970’s~
｜上下水設備
｜糖液等の精製設備

2000’s～
|海外展開
|ソリューション
  サービス強化

1990’s~
｜電子産業向け
 超純水設備

1980’s~
｜発電所向け

水処理設備

飛躍期   成熟期成長期創業期

● 売上高の推移

2024

■ 
アメリカ
現法設立
(2021)

2010’s～
|半導体市場拡大
  台湾・中国市場成長

2020

25

■ 
マレーシア
現法設立
(1986) ■ 

台湾現法設立
(2005)

■ 
中国

現法設立
(2003)

台湾進出
(1990年代~)

■ 
ベトナム
現法設立
(2010)



1,006 
1,120 

1,324 

1,503 
1,632 

21.3 22.3 23.3 24.3 25.3

売上高

476 
582 

738 

882 
966 

電子産業売上高

433 456 500 
576 

689 

ソリューション事業売上高

249
389

496 538
630

｜台湾・中国など海外市場の拡大
地域別では台湾・中国市場が大きく成長。
ファウンドリーやメモリなど各種半導体
分野の投資が拡大。

｜ソリューション事業の拡大
メンテナンスの順調な増加や設備保有型
案件が拡大。

｜電子産業分野の伸長
2018年以降の半導体市場の伸びを背景に
当社業績も伸長。
引き続き国内外の電子産業分野向けを中心
とした成長が続くものと期待。

（単位：億円）

海外
売上高

業績の推移

会社概要：直近の業績拡大の背景

主要背景
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会社概要：オルガノの事業構成

連結売上高

1,632億円
(2025年3月期)

1,381億円
(84.6％)

機能商品事業水処理エンジニアリング事業

251億円
(15.4％)

純水・超純水設備
排水処理・回収設備
有価物回収設備
プロセス関連設備

｜プラント事業

設備メンテナンス
運転管理・包括契約
設備増強・改造工事
水処理加工受託

｜ソリューション事業

排水・冷却水・洗浄・
RO膜・ボイラ等処理剤

｜水処理薬品事業

食品添加剤・加工剤
食品素材

｜食品事業

【ソリューション事業】

689億円
(50%)

691億円
(50%)

【プラント事業】

【電子産業】 【一般産業】 【電力・上下水】

966億円
(70%)

300億円
(22%)

113億円
(8%)

｜顧客分野別売上高

｜事業別売上高

【水処理薬品】 【機器・機能材】 【食品】

91億円
(36%)

100億円
(40%)

59億円
(24%)

｜事業別売上高

※金額は25.3期売上高、%は売上構成比率
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純水・超純水製造装置
フィルタ

 機能材（分離精製材）

｜標準型機器・機能材事業



株主構成

会社概要：大株主の状況・株主構成

（2025年9月30日現在）

国内法人
45.5％

外国法人等
26.9％

金融機関
16.4％

個人 
9.5％

その他
1.7%

・発行可能株式総数 101,568千株
・発行済株式総数      46,359千株

     （自己株式  339千株を含む）

・株主数 9,670名

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（%）

東ソー（株） 20,379 44.28

日本マスタートラスト信託銀行（株）（信託口） 4,525 9.83

（株）日本カストディ銀行（信託口） 1,534 3.33

KBC BANK NV – UCITS CLIENTS NON TREATY 1,152 2.50

THE BANK OF NEW YORK MELLON 140044 686 1.49

STATE STREET BANK TRUST COMPANY 505001 581 1.26

（株）みずほ銀行 464 1.01

STATE STREET BANK TRUST COMPANY 505103 440 0.96

STATE STREET BANK WEST CLIENT - TREATY 
505234 370 0.80

JP MORGAN CHASE BANK 385781 368 0.80

※持株比率は自己株式（339千株）を控除して計算

大株主（上位10名）

所有者別
株式分布状況
2025.9.30
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●親会社の状況
当社の親会社である東ソー（株）とは1955年に資本参加を受け入

れて以来の関係にあります。当社と東ソーとの営業取引関係について
は、一部原材料の仕入や水処理設備・薬品等の販売取引がありますが、
取引の規模は小さく、両者が扱っている製品や取引先の点でも明確な
棲み分けがなされております。

当社は上場会社として事業活動や経営判断において一定の経営の独
立性が確保されているものと認識しており、親会社グループと少数株
主間の利益相反問題を監視・監督するため、独立社外取締役のみで構
成される特別委員会を設置するとともに、2023年6月開催の第78回定
時株主総会以降、取締役会に占める独立社外取締役の比率を過半数に
しております。



会社概要：生活と産業を支えるオルガノの水処理技術

火力・原子力発電所
発電タービン用水
各種排水処理

ビル・商業施設
冷却水処理薬剤等

コンビニ・レストラン
コーヒーマシーン・
自販機用フィルタ

医療・研究機関
分析用純水・
超純水装置

電子産業
洗浄用水・排水処理
クローズドシステム

浄水場
上水供給設備

医薬・化粧品
製造用水・
排水処理

社会インフラ一般産業電子産業
水処理エンジ事業

半導体・パネル・
電子部品等

医薬・化粧品、
食品・飲料、
機械・化学等

火力・原子力
発電所、上下水道

食品標準機器・機能材水処理薬品
機能商品事業

各種製造業・
ビル/商業施設

医療・研究機関
コンビニ・レストラン

食品/飲料・
介護/健康食品

食品・飲料
製造用水・
排水処理

化学・機械
洗浄/ボイラ
用水・排水処理

下水処理場
下水処理設備

その他
水族館・水産施設、
スーパーカミオカンデなど
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会社概要：半導体と水

 多くの工程が必要な半導体製造プロセスのうち、
 3割程度を洗浄工程が占めると言われています。
 ウェハーの製造、成膜、エッチング、レジスト
 などの前後で繰り返し行われる洗浄プロセスに
 超純水が用いられています

シリコンウェハー

最先端半導体の
回路幅（線幅）は
5ナノ(nm)以下

微粒子などが回路に付着すると
歩留まり(良品率）悪化

⇒ 超純水で洗浄

オルガノはウェハーやチップの洗浄に用いられる
 超純水の供給設備、洗浄や他の製造工程で生じる
 排水を無害化・廃棄物を低減するための処理設備、
 水のリサイクルシステム、排水からフッ素・レア
 メタルなどの有価物を回収・再資源化するシステ
 ムなどを提供しています

1ppt
以下

超純水で歩留まり改善に貢献

不純物
濃度

1000
Ton/時

製造
水量

80％水の
回収率

どこが どれだけ すぐれた技術力と価値

質量濃度は1兆分の1。オリンピック
競泳50mプール(2,500m3)の超純水
に溶け込んだ不純物の量は僅か耳かき
1さじ(2.5㎎)分

大容量の高性能ポンプや大口径配管を
使用。オリンピック競泳50mプール
(2,500m3)が2時間半で満杯に

半導体工場では洗浄用水など大量の水
を使用するが、最先端の工場では80%
以上の水を回収し再利用。水のリサイ
クルだけでなく、排水中に含まれる有
価物を回収する技術も活用
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会社概要：電子産業向け水処理設備

原水

前処理
装置

一次純水
装置

超純水
装置

処理水

製造
プロセス

排水放流水

水回収
設備

有価物
回収設備

排水処理
設備

各種技術を組み合わせて
最適なシステムを構築

処理水や
回収物を利用

原水は
「水＋物質」

膜処理イオン交換 EDI(電気脱イオン)

生物処理

水処理薬品

排水から汚泥を分離
セメント等の原料とし

て有効活用も
排水中のフッ酸など
有価物をリサイクル

凝集沈殿加圧浮上

高度分析

オルガノの
コア・テクノロジー

最先端工場では
使用水量の

80%をリサイクル
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本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであるため、
リスクや不確実性を含んでおり、実際の業績はこれと異なる可能性があります。

お問い合わせ先
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ホームページ
https://www.organo.co.jp

お問い合わせフォーム
https://www.organo.co.jp/contact/

IRメールニュースのご登録
https://www.organo.co.jp/ir/mail-news/

オルガノグループレポート2025（統合報告書）をリリース致しました
https://www.organo.co.jp/ir/integrated_report/

NEW

https://www.organo.co.jp/
https://www.organo.co.jp/contact/
https://www.organo.co.jp/ir/mail-news/
https://www.organo.co.jp/ir/integrated_report/

	オルガノ株式会社�2026年3月期  上期決算説明会資料
	目　次
	目　次
	26.3期 上期実績：受注高・売上高・営業利益の概況
	26.3期 上期実績：連結損益計算書
	26.3期 上期実績：セグメント別実績
	26.3期 上期実績：地域別受注高・売上高
	26.3期 上期実績：事業セグメント別・部門別売上高
	26.3期 上期実績：市場別受注高・売上高（水エンジ事業）
	目　次
	26.3期 通期見込：受注高・売上高・営業利益の概況
	26.3期 通期見込：連結損益計算書
	26.3期 通期見込：セグメント別の業績
	26.3期 通期見込：業績・見込の推移（四半期・年間）
	26.3期 通期見込：地域別受注高・売上高
	26.3期 通期見込：事業セグメント別・部門別売上高
	26.3期 通期見込：市場別受注高・売上高（水エンジ事業）
	26.3期 通期見込：電子産業分野 受注高・売上高
	26.3期 通期見込：キャッシュ・フローの動向
	26.3期 通期見込：主な指標
	配当金の推移
	TOPICS
	目　次
	会社概要：経営理念とビジョン
	会社概要：オルガノの歩み（売上高推移）
	会社概要：直近の業績拡大の背景
	会社概要：オルガノの事業構成
	会社概要：大株主の状況・株主構成
	会社概要：生活と産業を支えるオルガノの水処理技術
	会社概要：半導体と水
	会社概要：電子産業向け水処理設備
	お問い合わせ先

